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コンサルテーション事業報告 

事 業 の 名 称 学習障害支援事業 事 業 代 表 者 川崎 聡大 

対 象 学習面やコミュニケーション、発達に課題を抱える就学前児・小中学生 

目 的 

【目的】 

 言語、学習、コミュニケーションに関する相談援助を通じて地域に

研究知見を還元するとともに、目の前の生活をことばやコミュニケー

ションといった観点から少しでも有意義にしていくための方策につい

て当事者や学校関係者、保護者たちとともに検討を深める。 

実 施 日 

実 施 回 数 

相談事例とその内容により概ね 1/W～1/2W（相談内容によって回数は

異なる）実施概要に詳細を記載する 

実 施 場 所 心理演習室（5F） 

主なスタッフ 

川崎聡大 

川崎研究室指導学生等 

川田 拓（東北大学大学院教育学研究科博士後期課程）  

荻布優子（東北大学大学院教育学研究科博士後期課程） 

張  亜倩（東北大学大学院教育学研究科博士後期課程） 

ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

および 

実施実績概要 

学習面、特に読み書きに困難を示す児童・生徒・学生に対して、読

み書き困難の背景の掘り下げや、個々の認知特性に応じた①読み書き

に対する直接的な指導・支援②学校生活全般のコンサルテーション③

二次障害軽減のための方策の検討等、支援を実践した。当該児童・生

徒に対するアプローチだけでなく在籍する小学校や教員への助言、個

別指導計画、個別教育支援計画策定への助言指導も実施した。 

 

学生スタッフは教員指導の下、スタッフ以下の内容に関わった 

① 読み書き困難生徒に対する ICT を活用した授業場面への支援

（博士後期学生） 

② 読みや書きの指導に関する指導計画の立案と教材作成（全員） 

③ 指導や検査の合間の対象児童へのかかわり（全員） 
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【実施概要】＊個人が特定できる可能性があるため包括的に記載します 

本年度の相談傾向 

 コミュニケーション面に関する問い合わせは本年度に関しては数件

にとどまったが、読み書き困難をはじめとして学習面の困難さに関す

る相談は多く、県内外からも問い合わせを受けている。 

 本年度は特に学校からの相談（学校での対応や支援方法に関する助

言）に対応することが昨年度に比して顕著に増加した。継続的に支援

している事例では、学校への出向も徐々に可能となり新たな連携形態

や指導形態も可能となりつつある。 

なお月別の実施実績は以下のとおりである。 

 

4 月   5 件 

5 月  16 件 

6 月   7 件 

7 月   9 件 

8 月   7 件 

9 月   4 件 

10 月     5 件 

11 月   5 件 

12 月   5 件 

1 月     5 件  合計 68 件 

 

 


